
 

「ほめあおうの日」でいじめゼロ！プロジェクト 

 

弥永西小学校 

１ 取組の期間   令和２年７月６日（水）～ 通年 
 

２ 取組のねらい  

 子どもたちが，お互いの良いところを見つけてほめたり，またほめら 

れて嬉しかった思いを伝えたりすることで，相互理解を深め，自尊感情 

を高める。 
 

３ 取組の実際  
計画委員会で，①身の回りのいじめの現状， 

②いじめをなくすために大切なこと，③それを実現 

するための取り組み，の３点について話し合った。 

結果，「ほめあおうの日」を設定することが決まっ 

た。「ほめあおうの日」とは，毎週班の中から１人 

ほめる人を決めて一週間観察し，金曜日の帰りの会 

で，その人が頑張っていたことや良いところを班の 

中で全員伝えるというもの。さらに，例年行っている 

「ハッピーボックス」の取り組みを進化させ，「ほめあおうの日」にほめてもらっ 

て嬉しかったことを書いて箱に入れることにした。ハッピーボックスに入れられ 

た紙は，毎週計画委員会で選別して特に全校に知らせたいものを各学年１名ずつ 

選び，金曜日の給食時間に放送することになった。 

                     ７月６日の週からほめる人を決 

めて１週間過ごし，金曜日の帰りの 

会に「ほめほめタイム」を行った。班 

の中で向き合い，１分のタイマーが 

スタート。それぞれ１人ずつ，その人 

のいいところや頑張っているところ 

を発表していった。中には１つだけ 

でなく，２つ３つ言う子もいた。 

 「ほめほめタイム」終了後，ほめて 

もらった子全員に計画委員会が作成 

した「ハッピー用紙」を配布。それぞ 

れがほめてもらって感じたことを用 

紙に書き，職員室前のハッピーボッ 

クスに入れに行った。 

 金曜日の放送では，どの学年から 

も「○○さんに△△と言われてすご 

く嬉しくなった。今度は私が見つけ 

てあげたい。」といった声が聞かれ， 

聞いている子達もニコニコしてい 

た。一巡したタイミングで夏休みを 

迎えたので，２学期の席替え後また 

新しいほめ合いの輪が広がっていく 

ことに期待したい。 

 


